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案 内 

企 画 

 

平成 28年度岡山県診療放射線技師会活動アンケート調査実施

のお知らせ 
 

調査委員会による、平成 28 年度岡山県診療放射線技師会活動アンケート調査を実

施いたします。今回は個人でなく、各施設を対象とした調査行います。各施設代表者 1

名のご回答をお願いいたします。皆様の貴重なご意見をいただき、今後に役立てたいと

思います。つきましては、別紙アンケート用紙に回答をご記入の上、返信用封筒でご返送してください。多数の施

設の方のご意見を承りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

アンケート締切日 平成 29年 2月６日（月） 

 

 

 

 

 

一般の方向けコーナー 

病院でエックス線検査を受けられる方へ 

（第 4回，最終回） 

 

岡山大学大学院保健学研究科 准教授 

診療放射線技師・医学博士 澁谷 光一 

はじめに 

放射線に被ばくすると，体にどのような影響が生じるのか，ということをお話してきました。今回は，遺伝と胎児へ

の影響について考えます。被ばくに対する相談で，最も多い質問が，この二つです。 

まず，遺伝に関する質問には，次のようなものがありました。 

「私の主人が，先日，下腹部の検査でレントゲン検査を受け，その際に生殖器部分にも放射線を受けたように思

うと言っているのですが，妊娠した場合，遺伝的影響がでる確率は高くなるのでしょうか。3 枚撮影したそうです。」 

 また，胎児への影響については，次のような質問がありました。 

「思いもよらぬ妊娠で，妊娠に気づかず，会社の健康診断でレントゲンを撮ってしまいました・・・・もし異常が出る

としたら，どういった子供ができるのでしょうか？HP で見ると，大丈夫だとは書いているのですが，レントゲンを受け

て元気な子ができました，という HPはまだ見ていません。心配でしかたありません。大丈夫でしょうか？」 

「CT検査を受けた後に妊娠が分かりました。胎児への影響について教えてください。」 

などです。 

 結論を先に申し上げますと，レントゲン検査で，遺伝的影響も胎児に対する影響も出ません。しかし，残念なこと

に，この事実が周知徹底されていないために，レントゲン検査を理由にした妊娠中絶が行われています。正確な

データはありませんが，元藤田保健衛生大学の先生らによると，「医療被ばくを理由とした人工妊娠中絶は，少なく
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報 告 

とも年間 7700件から，最大に見積もると 2万 700件に達する」とのことです。つらい不妊治療の結果，やっと授かっ

た子供を，泣く泣く中絶したという悲劇があるようです。放射線の遺伝的影響，胎児の被ばくの影響について，しっ

かり検証しなければならないと考えています。 

放射線防護に関して様々な勧告を行っている，国際放射線防護委員会（ICRP）という，大変権威のある委員会

があります。この ICRP の勧告は，ヨーロッパや日本などの法律に取り入れられています。本稿では，1999 年の「妊

娠と医療放射線」という，ICRP 勧告を元にお話しさせていただきます。今回用いる放射線の単位ですが，生殖腺，

下腹部という局所の被ばくが問題になることで，この 1999 年の ICRP も，吸収線量の Gy（グレイ）という単位を用い

ていますので，それに倣うことにします。 

 

 

 

 

 

故中村實氏「お別れの会」に参列して 

                  

公益社団法人 岡山県診療放射線技師会      

会長 藤田 仁 

 

平成 28 年 9 月 2 日、鈴鹿医療科学大学白子キャンパスで、日本放射線技師会元会長の故中村實氏の「お別

れの会」があり、参列させていただいた。当日は、残暑の残る厳しい暑さだったが、末松則子鈴鹿市長、中川正春

衆議院議員等多数の参列者があり、故人の人脈の多彩さを改めて感じた「お別れの会」であった。わが岡山県か

らは、日本診療放射線技師会副会長の熊代正行氏、顧問の山本一雄氏、藤田仁の 3名が出席した。 

会は、鈴鹿医療科学大学理事長で、故人の義理のご子息に当たる高木純一氏の弔辞で始まった。日本で初め

て医療系の大学を作ったのが故人であるが、生前よく言われていたのが、「人の命を扱う職業が各種学校で良い

はずがない」と言う言葉であったという。現在では、医療系の大学は当たり前であるが、その先見性の素晴らしさを

称えておられた。 

続いて、日本診療放射線技師会会長の中澤靖夫氏より、弔辞があった。中澤氏が東京都放射線技師会の総務

のとき、日本放射線技師会の総会で質問したときに、45 分くらいかけて丁寧な回答をして頂いたことや、東京都放

射線技師会創立 50周年のときに、励ましとねぎらいの言葉をかけて頂いたことが、大変印象に残っているとのエピ

ソードを紹介された。 

最後に、故人の長女である高木久代さんが「お礼のあいさつ」をされた。「父は、89 歳まで好きなことをし、好きな

ものを食べての一生だった。そして、多くの協力者に恵まれ、幸運な人生であった。」「父は、ワンマンのイメージが

あるが、小学生の頃、夏休みの工作や絵を手伝ってくれたりして、良き父親であった。」また、「病院の視察で渡米

するとき、階段から落ちて骨折したが、そのまま行き、帰りにはギプス姿で帰ってきた。少しのことでは弱音を吐かな

い意思の強い人生を貫いた人であった。」等々のエピソードを紹介された。故人間中村實氏の意外な一面も垣間

見られ、微笑ましくもあった。 

最後に、一人一人が祭壇に菊の花を献花し、お別れの会は修了した。ロビーでは、在りし日の故人の写真や記

念品が展示されており、思い出を新たにした次第である。 

謹んでご冥福をお祈りいたします。合掌 








